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石村・野田：運動技能学習における言語、視覚フィードバックの効果 7７
考察
教師，コーチは，絶えず最も効果的に学習を
促進させる方法に関心を持っている。運動技能
学習のため外的に整えられる条件は，運動パ
フォーマンスの反復練習の機会を与えることで
ある。練習が運動技能の習得に及ぼす効果はバ
スケットボールのセットショットについての
パフォーマンスに示されている。（図２）
本研究でとりあげたバスケットボールのセ
ショトは，ポールのより正確な飛行方向と飛行
距離とを要求される高度の巧繊性運動である。
セットショットに関する学習曲線を見ると学習
は各セションごとにバラツキはあるが，各グ
ループともパフォーマンスの向上がみられた。
付加的フィードバックを受けたグループの優
位性は，よりすぐれたパフォーマンスの改善を
もたらしているが，付加的フィードバックが与
えられなかった統制群にも学習効果が認められ
た。このことの理由として，セットショットを
行なうシューターは，自分のショットの方向と
距離の正確さについての視覚的フィードバック
つまり，内在的フィードバックを受けているこ
とになる。この内在的フィードバックを除去す
るために，つい立がたてられた。統制群の運動
学習過程は実験開始時に１０秒間ゴールを見せ
られ，運動課題に対して自分自身の感覚で認知
し，正しく反応しようとすることである。した
がって，自分の反応結果についての`情報は与え
られず，すべて運動感覚に依存している。本研
究でとりあげたセットショットの課題では，
ポールがリングやネットに接触する音，それま
での時間がシューターに認知できるため完全に
内在的フィードバックを除去したことにはなら
なかった。このわずかな情報フィードバックが
かなりの水準にまでパフォーマンスを改善させ
ていると推察される。しかし，統制群ではパ
フォーマンスにバラツキが多く，ショットの正
確さの定常化の過程は，なお不充分のまま残さ
れているものと思われる。
言語フィードバック情報は,ショットの成功，
不成功だけでなく，ボールの飛行方向，距離に
ついての手がかりが与えられる。動機づけの状
態が学習の成果の期待として喚起され,さらに，
注意と選択的知覚が方向づけられる。その結果
セットショットの安定化がかなりの程度まで
確保でき，距離感覚も認知できるようになりパ
フォーマンスの改善がみられた。一方，同じ言
語フィードバック情報を受けても，その情報が
無意味で逆効果になっておりパフォーマンスの
向上に妨害をおよぼすことが認められた。
SingerRN21)は，学習させる課題とか，学習
者の技能水準や独自のパーソナリティなどにつ
いても考慮した上で言語手がかりを利用すべき
であると指摘している。ある学習者は，ある様
式の言語教示が与えられたときに特によい反応
を示す｡つまり，人によって効果の発揮できる教
示様式が違うことが推察される。このように，
言語によるフィードバックは，運動技能の学習
において重要ではあるがその役割は限られてい
ると思われる。
ＶＴＲにより自分自身のセットショットを見
せられる視覚フィードバックは，学習の初期段
階から中期段階までパフォーマンスの改善がみ
られた。これは，ＶＴＲを見ることによって運動
の反応を具体的な動作として認知し，正確な反
応のイメージが形成ざれ学習が促進されたこと
を示している。また実際にＶＴＲによって自分
自身の運動を観察できたことが動機づけとな
り，パフォーマンスの向上が認められ,これまで
の報告2L7L25)と一致する結果であった。しかしな
がら，言語フィードバック群と視覚フィード
バック群間の学習水準の差は，第７，１１セシッ
ンに５％水準で有意な差を示したが，残りのセ
ションに有意な差は認められなかった。このよ
うに，視覚フィードバック群が言語フィード
バック群に比べて有意な差がないという報
一)'6)''8)もある。両フィードバック群に有意な差口
があらわれない理由として，MorganN.Ａ､'5)(ｊ
指摘しているように，初心者によるＶＴＲの分
析の難しさが考えられる。
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言語フィードバックに視覚フィードバックを
加えたのが，言語一視覚フィードバック群であ
る。視覚フィードバック群と言語一視覚フィー
ドバック群間の学習水準の差は，第１セション
から第１５セションに渡って有意ではなかった。
統制群と実験群(Group１，１１，m)の比較では，
言語一視覚フィードバック群が最も高い有意差
を示している。これは,KalinL､andMortimer
RG14)が，視覚的手がかりと言語的手がかりを
同時に与えたほうが，言語的手がかりだけを与
えるよりも学習や保持にとって一層の効果があ
るという報告と一致する。言語フィードバック
に視覚フィードバックが加えられることによっ
て，学習者は描かれたものや事象を特定の検索
可能なイメージ（Specificretrevableimages）
として符号化することができるようになる'1)。
画像は，言語によるフィードバック情報と組み
合わせて使われた場合，教授活動に多くの価値
ある特徴を付け加える。画像が符合化と検索の
機能を援助する際に果す機能は，きわめて重要
であると考えられる。その働きは，学習者に特
定の検索可能なイメージを作り出させると考え
られるが，このイメージが今度は符合化と記憶
貯蔵の手段，そして，学習したものを検索する
ための手がかりの源になると思われる。
被検者は，金沢大学教育学部体育科学生
男子40名である。実験条件はＧｒｏｕｐｌ（言語
フィードバック群)，Ｇｒｏｕｐｌｌ（視覚フィード
バック群)，Group、(言語一視覚フィードバッ
ク群)，GrouplV（統制群)の４つに設定した。
実験の結果，次のような成績を得た。
１セットショットの練習効果は,各Groupと
も，５％の有意水準で認められた。フィード
バック情報が与えられなかったGrouplV(統
制群）にも学習効果が認められた。
２付加的フィードバックを受けたセションか
ら，Group１，１１，mは非常に高い学習改善
を示した。
３各セションにおけるグループ間のパフォー
マンスの差は，Groupm-Ⅳに第５，６，７，
８，１１，１４セション，計６セションに５％水
準で有意差が認められた。Groupll-IIIには
全てのセションにおいて有意な差は認められ
なかった。
４ＶＴＲによる視覚フィードバックは，パ
フォーマンスの知識を細分化，具体化できる
ため自己評価が容易になるが，初心者にとっ
ては運動の分析が困難である。
運動技能学習の発達段階を勘案しながら，以
上のようなバスケットボールのセットショット
を観察すると，ＶＴＲを利用した言語一視覚フ
ィードバックは，運動学習に対する動機づけ機
能として役立ち，運動技能学習を効果的，効率
的に進める可能性があるものと考察した。
要約
情報フィードバックは，運動技能の獲得とパ
フォーマンスの向上に影響を及ぼす最も重要な
要因の一つである。運動学習にとって，視覚的
手がかりが効果的であるとされながら，これま
で相異なる結果が報告されており，いまだ充分
な検討がなされていない。そこで本研究では，
スポーツ活動の一つであるバスケットボールの
セットショットを学習課題としてえらび，言語
フィードバックとＶＴＲによる視覚フィード
バックの効果を検討し，ＶＴＲが大筋運動の技
能習得過程に及ぼす影響について明らかにしよ
うとした。
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